
中学校数学科

２年生

２ 連立方程式

[問題]

中学校

年 組 号氏名

２年生 ２ 連立方程式



５x＋７y＝３ あ
２x＋３y＝１ あ

y＝３x－１　 あ
３x＋２y＝１６ あ

２x－３y＝１ あ
３x＋２y＝８ あ

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号氏名

■全国学力・学習状況調査① Ａ問題

１ 次の(1)から(5)までの問いに答えなさい。

(1) 二元一次方程式 x － y ＝１の解である x，y の値の組について，下のアからエの中から
正しいものを１つ選びなさい。【H20】

ア 解である x，y の値の組はない。
イ 解である x，y の値の組は１つだけある。
ウ 解である x，y の値の組は２つだけある。
エ 解である x，y の値の組は無数にある。

(2) １個１２０円のりんごと１個７０円のオレンジを合わせて１５個買ったら，代金の合計は１６

００円になりました。買ったりんごの個数とオレンジの個数を求めるために，りんごの個

数を x 個，オレンジの個数を y 個として連立方程式をつくりなさい。ただし，つくった
連立方程式を解く必要はありません。【H19】

(3) 連立方程式を解きなさい。【H19】

(4) 連立方程式を解きなさい。【H20】

(5) 連立方程式を解きなさい。【H21】
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２年生 ２ 連立方程式

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号氏名

■練習問題①

１ 解が（ x ， y ）＝（－１，４）になる連立二元一次方程式を１つつくりなさい。

２ 解が（ x ， y ）＝（２，１）になる連立方程式を次のアからオの中からすべて選びなさい。

ア ２ x ＋ y ＝１ イ ３ x ＋４ y ＝１０ ウ ２ x －３ y ＝７
x －２ y ＝８ ４ x ＋３ y ＝１１ ３ x ＋４ y ＝２

ウ ２ x －３ y ＝７ エ ３ x －２ y ＝５ オ ３ x －２ y ＝４
３ x ＋４ y ＝２ y ＝－２ x ＋１ x ＝－３ y ＋５

３ 次の連立方程式を解きなさい。

３（ x ＋ y －１）－４ y ＝５ ０．０６ x ＋０．０４ y ＝１６
(1) (2)

５ x －３（２ x － y －３） ＝１７ x ＋ y ＝３００

０．２ x －０．３ y ＝０．７

(3) １ １ １
－ x ＋－ y ＝－
４ ３ ６



２年生 ２ 連立方程式

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号氏名

■練習問題②

ax ＋ by ＝１
４ 連立方程式 解が （ x ， y ）＝（３，２） のとき，

bx － ay ＝８

定数 a ， b の値を求めなさい。

２ x ＋３ y ＝５ ・・・①

５ 連立方程式 １ をＡさん，Ｂ君がそれぞれの方法で解を
y ＝－ x －３ ・・・②

２

求めた。あなたなら，どちらの方法で解きますか。

Ａさん Ｂ君

あなたなら，どちらの方法で解きますか。ＡさんかＢ君か答えて，その方法で連立方程式

を解きなさい。

私は②の式が， ＝

の形になっている

ので，まず，②の式

を①の式に代入し

て，解いていくわ。

ぼくは，②の式に分数

があるので，両辺を２

倍して，式を整理して

加減法で解くけどな

あ。



中学校数学科

２年生

２ 連立方程式

[解答]

中学校

年 組 号氏名

２年生 ２ 連立方程式



■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号氏名

■全国学力・学習状況調査① Ａ問題

１

(1) 二元一次方程式２ x － y ＝１の解は,この等式を成り立たせる文字 x,y の値の組である。
この等式を成り立たせる文字 x,y の値の組は無数にあり，エになる。

(2) りんごとオレンジの個数と，代金について式をつくるとよい。

x ＋ y ＝１５

１２０ x ＋７０ y ＝１６００

５ x ＋７ y ＝３・・・①(3)

２ x ＋３ y ＝１・・・②

①×２－②×５ y ＝－１を①に代入して， x ＝２
１０ x ＋１４ y ＝６ (x ， y)＝(２，－１)

－）１０ x ＋１５ y ＝５
y ＝－１

y ＝３ x －１ ・・・①(4)

３ x ＋２ y ＝１６・・・②

①を②に代入して， x ＝２を①に代入して， y ＝５
３ x ＋２(３ x －１)＝１６ (x ， y)＝(２，５)
３ x ＋６ x －２＝１６

９ x ＝１８
x ＝２

２ x －３ y ＝１・・・①(5)

３ x ＋２ y ＝８・・・②

①×３－②×２ y ＝１を①に代入して， x ＝２
６ x －９ y ＝３ (x ， y)＝(２，１)

－） ６ x ＋４ y ＝１６
－１３ y ＝－１３

y ＝１
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２年生 ２ 連立方程式

■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号氏名

■練習問題①

１ ２ x ＋３ y ＝１０
（例） など

x － y ＝－５

２ 実際にそれぞれ， x ＝２， y ＝１を代入して確かめるとよい。
答えはイとオ

３

３（ x ＋ y －１）－４ y ＝５・・・① ０．０６ x ＋０．０４ y ＝１６・・・①
(1) (2)

５ x －３（２ x － y －３） ＝１７・・・② x ＋ y ＝３００・・・②

①より ３ x － y ＝８・・・①’ ①×１００より

②より － x ＋３ y ＝８・・・②’ ６ x ＋４ y ＝１６００・・・①’

①’＋②’×３より ①’－②×４ より

３ x － y ＝８ ６ x ＋４ y ＝１６００

＋）－３ x ＋９ y ＝２４ － ） ４ x ＋４ y ＝１２００

８ y ＝３２ ２ x ＝４００

y ＝４ x ＝２００

①’に代入して， x ＝４ ②に代入して y ＝１００

よって， （ x ， y ） ＝（４，４） よって， （ x ， y ） ＝（２００，１００）

０．２ x －０．３ y ＝０．７・・・①
(3) １ １ １
－ x ＋－ y ＝－・・・②
４ ３ ６

①×１０ ２ x －３ y ＝７・・・①’
②×１２ ３ x ＋４ y ＝２・・・②’

①’×３－②’×２より

６ x －９ y ＝２１
－）６ x ＋８ y ＝４

－１７ y ＝１７
y ＝－１

①’に代入して x ＝２
よって， （ x ， y ） ＝（２，－１）



２年生 ２ 連立方程式

ax ＋ by ＝１・・・①
４ に（ x ， y ）＝（３，２）を代入すると，

bx － ay ＝８・・・②

①より， ３ a ＋２ b ＝１・・・①’
②より，－２ a ＋３ b ＝８・・・②’
①’×２＋②’×３より，

６ a ＋４ b ＝２
＋ ） －６ a ＋９ b ＝２４

１３ b ＝２６
b ＝２

①’に代入して a ＝－１
よって， （ a ， b ） ＝（－１，２）

２ x ＋３ y ＝５ ・・・①

５ １
y ＝－ x －３ ・・・②

２

Ａさんを選んだ場合：②を①に代入して， Ｂ君を選んだ場合：②×２より

１ － x ＋２ y ＝－６・・・②’
２ x ＋３（－ x －３） ＝５

２

３ ①＋②’×２より
２ x ＋－ x －９ ＝５

２

２ x ＋３ y ＝ ５

７ ＋） －２ x ＋４ y ＝－１２
－ x ＝１４
２

x ＝４ ７ y ＝－７
①に代入して y ＝－１ y ＝－１

よって （ x ， y ） ＝（４，－１） ①に代入して, x ＝４
よって， （ x ， y ） ＝（４，－１）



中学校数学科

２年生

２ 連立方程式

[指導に当たって(教師用)]

２年生 ２ 連立方程式



■知識・技能の習得を図る問題

■全国学力・学習状況調査 Ａ問題

■学年 ２年

■単元 ２－２ 連立方程式

■ねらい 二元一次方程式とその解の意味を理解することができる

数量の関係をとらえ，連立二元一次方程式を立式することができる

簡単な連立二元一次方程式を解くことができる

１

(1) 方程式の解の求め方を指導する際に，解の意味を理解できるようにすること

が大切である。

方程式の解が，その等式を成り立たせる数や数の組であるとともに，二元一

次方程式においては解が無数にあることを理解することが大切である。指導に

当たっては，方程式の解を求める手続きの習熟を図ることだけでなく，様々な

数や数の組を方程式に代入するなどして解を試行錯誤しながら探したりするこ

とや，一次関数の学習の中で，二元一次方程式を一次関数の式とみて直線のグ

ラフとして表し，その直線が通る格子点だけではなく，その直線上にあるすべ

ての点が解であることを確かめたりすることが考えられる

(2) 方程式を立式するために，図や表を生かして，数量の関係を視覚化できるよ

うにする問題の解決に方程式を利用する際には，数量の関係をとらえ，問題に

示された条件を方程式で表現できるようにすることが必要である。

指導に当たっては，問題場面を整理するために線分図や表を利用して，数量

の関係を視覚的にとらえ，方程式の立式に役立てるようにすることが大切であ

る。

(3) この問題は，簡単な連立二元一次方程式を解くことができるかどうかをみる

ものである。

ここでは，文字を１つ減らして一元一次方程式に変形し，２つの二元一次方

程式を同時に満たす値の組を求めることになる。連立二元一次方程式を解くこ

とは，一次関数のグラフの交点を求めるなどの際に必要である。ここでは，代

入法を適切に使って，連立二元一次方程式を解くことができるようにすること

が大切である。

(4) ここでは，加減法を用い連立二元一次方程式を解くことの学習で，一方の文

字を消去し，既習の一元一次方程式に帰着させるために，加減法や代人法を適

切に使うことができるようにすることが大切である。

指導に当たっては，いくつかの連立二元一次方程式を加減法と代人法で解き，

それぞれの解き方を比較して，加減法と代人法に共通する考えを理解したり，

それぞれの解き方のよさを実感したりできるようにすることが考えられる。
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２年生 ２ 連立方程式

(5) ここでは，かっこがある連立二元一次方程式や小数，分数が含まれている連

立二元一次方程式を解く学習である。

両辺を何倍かして係数を整数にして，解くことができるようにすることが大

切である。かっこがある問題や分数や小数を含む問題は，苦手意識をもってい

る生徒も多い。小数が出てきた場合は両辺を１０倍，１００倍・・・などする

ことや，分母が異なる分数が出てきた場合は，その最小公倍数を両辺にかける

とよいことを理解すれば，整数係数の連立二元一次方程式を解くことと，全く

同じであることに気付かせたい。


